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研究成果の概要： 文化接触、特にそこから生じる宗教文化の変容を、理論と歴史的事例の検

討の両面を通じて考究した。具体的には、複数の宗教文化が接触、融合、衝突する領域におい

て、いかなる文化変容が生じるのか、その結果として生じる宗教文化の重層性と多様性は社会

にどのように影響を与えるのか、という問題設定を行い、歴史的中央アジアを舞台に、その社

会的・政治的・経済的要因と、結果として生じた宗教表象の諸相を考察することを目指して研

究を進め、国際学会の開催、成果刊行などの成果をおさめた。 
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研究分野：文化交流史 
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１．研究開始当初の背景 
21 世紀の国際社会における宗教の役割の重
要性は、単一の宗教史にとどまらない、世界
的な、あるいは重層的な宗教史の検討と構築
の必要性を高めている。他方、伝統的に宗教
や、その周辺に形成されてきた「文化世界」
「文化圏」の概念は、それぞれの「世界」「圏」
の中心領域における動向の検討や、正統的宗
教概念の考究とその展開の解明に主眼が置
かれてきたが、近年、歴史研究や人類学研究

においては、そのような中心領域だけではな
く、それぞれの「世界」同士が接合する縁辺
地域において産み出されたダイナミックな
変動と、その中心領域への波及、といった現
象に研究関心が注がれるようになってきて
いる。この、それぞれの「文化世界」の縁辺、
別の言い方をすれば「複数文化接触領域」に
視点を据えて宗教とそれを取り巻く文化現
象を改めて考察し、新たな学際的研究領域へ
と踏み込むべく本研究は構想された。 



２．研究の目的 
 以上のような背景、問題意識から、本研究
は、以下の目的を設定した。 
（1）複数文化の接触によって重層的に形成
された宗教（文化）とその歴史に関する事例
をとりあげ、その様相を解明することによっ
て、現代のグローバリゼーションの中で新た
に産み出されつつある多様な宗教と信仰を
再考察し、近未来の宗教のゆくえをも視野に
いれた新たな宗教史研究を構想する第一歩
とすること。 
（2）従来の研究の中で周縁的、非正統的と
みなされてきた、縁辺部の宗教文化のあり方
を扱うことによって、「イスラーム世界」「イ
ンド世界」「中華世界」など、宗教文化を核
に想定されてきた文化世界単位を相対化し、
新たな枠組みを提示すること。 
（3）複数文化接触領域の文化現象を考察す
る枠組みをどうにか提示し、それによって他
地域、他時代の事例を照射するために用いう
るモデルを提示すること。 
（4）以上の研究活動を総括するため、最終
年度に国際会議を複数組織し、その成果を報
告論文集として出版する。 
 
３．研究の方法 
 上述のような目的に応じて、大きく三つの
アプローチが設定された。 
（1）歴史的に長く複数文化接触の場として
機能してきた中央アジア地域をフィールド
とし、時代としては東西の文化が初めて本格
的に異文化世界へと及んだ西暦 7-10 世紀と
いう時代枠を設定して、中国語、アラビア語、
ペルシア語、ソグド語、バクトリア語、チベ
ット語、など多様な文献資料の探査、精査、
および近年の考古学調査成果の利用を通じ、
当該地域、時代における文化接触とその結果
を探る。 
（2）過去の文献、出土物の探査はしかしな
がら、特定の宗教文化の全体像を構成するに
は不十分であるため、宗教人類学的アプロー
チを用い、現地フィールドワークを含めた、
近現代の各社会における水平方向および垂
直方向の文化接触と宗教変容に関する研究
を同時に行い、それを他地域の事例を検討す
るためのフレームワークとして用いる 
（3）文献、考古資料と、人類学的アプロー
チの比較および総合を試みる。 
 
４．研究成果 
 それぞれのアプローチ毎に以下のような
成果をおさめた。 
 まず、中央アジア宗教史の歴史的研究にう
ついては、現地調査や欧米の図書館、文書館
の調査を実行し、次項の業績リストにあるよ
うな研究を発表するとともに、最終年度に、
次の二つの国際学会、研究集会を開催した。 

 
（1）国際学会 Afghanistan Meeting 2008: 
Reconsidering Material and Literary 
Sources on the 6th to the 9th Century（2008
年 10 月 1 日~4 日 於京都大学人文科学研究
所） 

本研究の研究代表者である稲葉が主宰し、
国外から 7 名（ウィーン大学教授 Deborah 
Klimburg-Salter、オーストリア国立芸術史
博物館主任学芸員 Michael Alram、ナポリ東
洋大学名誉教授 Giovanni Verardi、ウィー
ン大学芸術史研究所講師 Anna Filigenzi、
メトロポリタン美術館学芸員 Kurt Behrendt、
ドレクセル大学准教授 Pia Brancaccio、ウ
ィーン大学研究員 Erika Forte）、国内から 1
名（京都大学名誉教授桑山正進）の当該地域
の歴史、考古学、美術史に関わる著名な専家
を招聘して、最新の研究成果を報告するとと
もに、30 名を越える出席者も交えた討論を行
った。学会の成果は論文集 Afghanistan and 
Northwest India from the 6th to the 9th 
Century (仮題)として、ウィーン大学より刊
行される予定である。 
（2）国際ワークショップ「多民族的敦煌」
（2009 年 1 月 24 日 於京都大学人文科学研
究所漢字情報研究センター） 
 研究分担者高田時雄教授主催により、中国
から敦煌研究を代表する二名の研究者（北京
大学教授榮新江、蘭州大学教授鄭炳林）を招
き、特に、中世敦煌社会における文化・言語
の多様性と重層性に関わる報告と討論を行
った。その成果は『敦煌写本研究年報』第三
号（2009 年 4 月 京都大学人文科学研究所）
に掲載された。 
 
 一方、宗教人類学的研究については、研究
分担者田中雅一教授が主催する共同研究「複
数文化接触領域の人文学」を舞台に、毎月二
回のペースで研究発表と議論が交わされた。
特に、現代社会における宗教変容が極めて速
いスピードでしかも多方向に向けて起きて
いること、その背景として異なる宗教文化と
の接触と対立の一方で、対立のための自己変
容が生じるという過程が浮き彫りにされた
こと、あるいは、近代アジア社会において、
政治や経済と分離した形での「宗教圏」が、
人々の生活空間の中に形成されていった過
程の詳細な分析についての研究は、目的にか
かげたところの、他地域、他時代の事例を考
察するためのモデルを提供しうるものであ
った。この共同研究における研究成果は、年
報『コンタクト・ゾーン』（京都大学人文科
学研究所人文学国際研究センター刊）誌上に
随時、公表されている。 
 第三の目的であった文献・考古資料に基づ
く研究と、人類学的アプローチの統合につい
ても、上掲の研究成果の中にその萌芽が見ら



れると考える。宗教史研究の新しいモデルに
ついては、今後さらなる事例の検討を通じて、
より明確な形で形成できると期待している。 
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